WRO　(World　Robot　Olympic)
WROとは・・・
　　 WROはWorld Robot Olympicの略で、自律型ロボットによるコンテストです。世界中の子どもたちが、各々ロボットを製作しプログラムにより自動制御する技術を競うコンテストで、市販ロボットキットを利用することで、参加しやすく、科学技術を身近に体験できる場を提供するとともに、国際交流も行われます。
　活動目的・・・
　　教育的なロボット競技への挑戦を通じて、子供たちの創造性と問題解決力を育成します。
　活動方針・・・

　　ものづくり日本を支える未来の科学者、技術者育成。ロボット、ソフトウェアをつくり、競技する事を通じて、小中高校生の科学技術、ものづくりへの関心、意欲を高める。
　内容・・・

　　大会テーマはロボット・アスリートによる競技・・・ロボット・アスリートとは子供たちが作り、プログラム制御するロボットが競技に挑戦します。

　　プログラム開発による自律型ロボット・・・リモコン操作ではなく、子供たちが開発したプログラムによってロボットの動きを制御します
　　使用されているロボットは市販されているロボットキット、ソフトウェアを使用・・・工業専門環境がなくても 参加しやすいコンテストです。

　　チーム制・・・コーチ（大人）1名、選手（児童・生徒）２～３人。チームで開発します。

　　競技・・・レギュラーカテゴリー(参加チーム:小学生、中学生、高校生のチーム)は、小・中・高のカテゴリー毎に、事前に発表されたルールにのっとり、課題をクリアしたポイントと完了までの時間により順位を決定。オープンカテゴリー(参加チーム:小学生、中学生、高校生のチーム)は、事前に与えられたテーマに沿って設計・デザインしたロボットを、プレゼンテーション。 内容を審査し、優秀チームを表彰。
　　出典・・・WRO Ｊａｐａｎ(http://www.wroj.org/)
